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青年海外協力隊 2019年度 1次隊  

小学校教育 ベナン共和国派遣 安部裕太朗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

未舗装の赤土の道がどこまでも続きます 荷物は頭の上に乗せて運びます 市場はいつも活気で溢れています 

 

ベナン共和国ってどんな国？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【首都】 ポルトノボ（経済首都はコトヌー） 

【人口】 1118万人（2017年） 

【面積】 112,622㎢（日本の約 3分の 1） 

【民族】 フォン族、ヨルバ族など 46部族 

【公用語】 フランス語（その他現地語多数） 

【宗教】 キリスト教（39％）イスラーム教（27.7％）、 

ブードゥー教（11.6％）など 

 

ベナン共和国はアフリカ大陸西部にある、西はトーゴ、北は

ブルキナファソ、ニジェール、東はナイジェリアと国境を接する

南北に細長い国土を持つ国です。私の住む北部の気候

は 5～9月が雨季、10月～4月が乾季となり、年平均

気温 は 27℃ですが、日較差が大きいです。この国は 17

世紀、フォン族がダオメー王国を建設し、ポルトガルなどとの

奴隷貿易で巨利を収めていました。しかし、19世紀中頃

からフランスが進出し、諸王国を征服、1894年にほぼ全

域を植民地化しました。現在もベナン共和国の公用語が

フランス語であるのはそのためです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

かつてベナン沿岸は「奴隷海岸」と呼ばれました ホームステイ先の子どもたちと一緒に 伝統楽器の演奏を体験 
 

 

次回はベナンの学校教育の様子をお伝えします！ 
 


